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第４節 初期消火体制の確立 
～火災に強いまちづくり・被害軽減～ 

 

 

消火器や防火バケツを各家庭や地域で設置し、火災に強いまちづくりを進めます。 

防火訓練等を通じて、消火器や可搬式ポンプの操作方法を習熟し、火災発生時に誰もが初期消

火活動に参加する地域の防災意識の向上と初期消火の実行力を高めます。 

初期消火活動を率先して行う自主防災組織の形成を支援し、地域の初期消火体制の確立を進め

ます。 

 

 

 

区役所の平時の取組み 区民の平時の取組み 

１ 防火対策の啓発 

 防災学習会等を通じて各家庭や地域で消火器や

防火バケツの設置を啓発します。 

 

２ 消火器具操作の習熟 

 防火訓練等を開催して、区民の消火器や可搬式ポ

ンプ等の操作方法の習熟と防災意識の向上を図り

ます。 

 

３ 自主防災組織の支援 

 地域における自主防災組織が形成されるよう支

援します。 

 

４ 防災マップの作成 

 可搬式ポンプの設置場所等を記載した防災マッ

プを作成し、区民に消火資機材等の設置場所を周知

します。 

 

１ 消火器・防火バケツの設置 

 各家庭や地域で消火器や防火バケツを設置しま

しょう。 

 

□ 家庭での消火器の設置 

□ 地域での消火器の設置 

□ 家庭での防火バケツの設置 

□ 地域の防火バケツの設置 

 

２ 地域の消火資機材の確認 

地域のどこに消火資機材が保管されているか、防

災マップや実際にまちを歩いて確認しましょう。 

      

□ 消火器の設置場所の確認 

□ 可搬式ポンプの保管場所の確認 

 

３ 自主防災組織の形成 

地域で防火訓練や防災学習会などを開催し、区民

の防火、防災意識の向上を図り、非常時には率先し

て初期消火や災害対策を実施する自主防災組織を

形成しましょう。 

 

□ 地域で自主防災組織が形成 

□ 地域で災害時の役割等の決定 

 

４ 防火訓練・防災学習会の開催 

地域で防火訓練や防災学習会等の取組みを行い

ましょう。 

１ 計画の目的 

 

２ 平時の取組み 

 

消火器 

と 

バケツ 
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□ 防火訓練の実施 

□ 防災学習会の実施 

 

 

 

 

区役所の災害応急対策活動 区民の災害応急対策活動 

１ 火災発生状況の把握 

 ＭＣＡ無線で防災関係機関や地域に対して火災

発生状況等の被害状況の照会を行います。また、職

員を現地派遣させ、火災発生状況等の被害状況を把

握します。 

 

(1) 被害情報の収集 

ＭＣＡ無線で被害情報を収集、整理します。 

(2) 被害状況の調査 

職員を現地派遣させ、被害状況を調査しま

す。 

 

２ 東淀川消防署に情報連絡 

 火災発生情報が入れば、直ちに東淀川消防署に情

報連絡を行い、消火出動要請を行います。 

 

 

 

 

１ 火災予防 

 災害発生後、火災の２次災害の発生を防ぐため、

次の行動を行います。 

 

□ ガスの元栓を閉める 

□ 電気のブレーカーを落とす 

 

２ 初期消火活動 

 万が一、火災が発生した場合は、または、火災を

発見した場合は、直ちに次の初期消火活動を行いま

す。 

      

□ 「火事だ―っ！」と大きな声で周辺に火事が発

生していることを知らせます。 

□ 電話が使用可能な場合は１１９番に電話しま

す。 

□ 周辺の住民に初期消火を呼びかけます。 

□ 周辺の消火器や防火バケツ、可搬式ポンプで初

期消火を行います。 

□ 火災現場内に住民が取り残されていないか確

認します。 

 

 

 

  

３ 災害時の行動（災害応急対策活動） 

 


